




















































4) H-E染色による組織観察の結果, GKラット実験側の炎症性細胞浸潤は, Wistarラットと比較して広範
囲に認められた0
本研究で得られた知見から, GKラットは健常ラットと比べ,実験的歯周炎によってより骨吸収系が優位に
なる可能性があること｡さらに歯周組織の炎症反応が増悪されることが示唆された｡
以上述べてきた通り,仲西慶浩君の研究は,近年我が国においてその増加と対策が問題となっている2型糖
尿病患者における歯周炎増悪機序について骨代謝の観点からその一端を明らかにしたものであり,同患者に対
する効果的な歯周治療ストラテジーの確立に有用な情報を提供するものである.従って,当審査委員会は博士
(歯学)を授与するに相応しい業績と判定した｡
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